
気温上昇幅の違いによる予測される影響の整理

○気温上昇幅1℃以下： 脆弱な生態系に対する影響は、気温上昇幅が1℃であっても

一部で顕在化する可能性が大きい。

0

25

50

75

100

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4
全球/地域の気温上昇 (℃)

白
化

/消
失

/変
容

 (%
)

サンゴ礁 生態系（遷移） ﾂﾝﾄﾞﾗ

生態系（範囲縮小） 種消失 ｼｷﾞ、チドリ類営巣

自然保全 タイガ 熱帯雨林（豪州）

湿地（Kakadu/Sundarbans) 繁殖地（北半球） ﾚﾐﾝｸﾞ（北極）

鳥類生息地（米国） 種消失（欧州） 水鳥生息地

ﾂﾝﾄﾞﾗ（北極） 動物（ｸﾙｰｶﾞ国立公園） ユーカリ（豪州）

蝶生息範囲（豪州） 種消失（地中海） ブナ（日本）



気温上昇幅の違いによる予測される影響の整理

○気温上昇幅２℃以下： 気温上昇幅が２―３℃になると、地球規模で悪影響が顕在

化することが指摘されている。

2~3℃以下の気温上昇では，ある地域において好影響が見られ，
またある地域では悪影響が顕在化するであろう。 2~3℃以上の気

温上昇では，ほとんどの地域で悪影響が顕在化し，地球平均気温
がより上昇することで，すべての地域における悪影響も増加する。
(IPCC, 2001) 


